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本地区は、北海道上川郡愛別町に位置し、一級河川石狩川水系石狩川及びその支流沿
いの1,253haの水田地帯であり、水稲を主体に大豆、小麦、野菜類等を組み合わせた農
業経営が行われている。 

本地区の農地は、小区画であり、土壌条件により排水不良などが生じ、効率的な農作
業を行うための妨げとなっていること等から、今後、耕作放棄地が増加するおそれがあ
る。 

このため、本事業では、区画整理を行い、耕作放棄地を含めた農地の土地利用を計画
的に再編し、さらに、担い手への農地の利用集積を進めることにより、緊急的に生産性
の向上と耕作放棄地の解消・発生防止による優良農地の確保を図り、農業の振興と地域
の活性化に資することを目的としている。 

 
【事業内容等】 

受  益 面 積 1,253ha  
主要工事計画 区 画 整 理 1,253ha（田 1,219ha、畑 34ha）  
国営総事業費 38,230百万円 (事業計画時点 24,500百万円)  
工        期 平成28年度～令和12年度予定 
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【事業の進捗状況】 
令和７年度までの進捗率（事業費ベース）は約75％である。 

【関連事業の進捗状況】 
該当なし 

【農業情勢、農村の状況その他の社会経済情勢の変化】 
愛別町の平成22年と令和２年を比較した農業等の情勢の変化については、以下のとお

りである。 

１ 産業別就業人口の割合 
愛別町の全就業人口は、平成22年の1,585人から令和２年の1,273人に減少(△20％)

している中で、農業の就業人口は、平成22年の486人から令和２年の368人に減少
(△24％)している。 
農業の就業人口割合も31％から29％に減少している｡ 

 

２ 農業・農村の動向 
（１）地域農業の概要 

愛別町の農業は、水稲を中心として、そば、小麦、豆類の土地利用型作物に加え
て、収益性の高い野菜類を導入した複合経営を展開している。水稲は、主食用のう
るち米、もち米のほか、飼料用米や稲発酵粗飼料用稲が作付けされており、飼料用
米の作付面積が平成22年の13haから令和２年の109haに増加（739％）している。 

愛別町の農業産出額は､平成22年の2,046百万円から令和２年の2,412百万円に増
加(18％)しており、水稲（うるち米、もち米）の産出額が増加（53％）している。 
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（２）認定農業者数・農業法人数 
愛別町の認定農業者数は､平成22年の74人から令和２年の65人に減少(△12％)し

ている｡ 
農業法人数は､平成22年の25法人から令和２年の21法人に減少（△16％）してい

る。 
 
（３）経営耕地面積 

愛別町の経営耕地面積は、平成22年の1,840haから令和２年の1,830haに減少(△
1％)している。１経営体当たり平均経営耕地面積は、平成22年の8.3haから令和２
年の17.9haに増加（116％）している。また、経営耕地面積20ha以上の経営体の割
合は、平成22年の９％から令和２年の21％と12ポイント増加している｡ 

【事業計画の重要な部分の変更の必要性の有無】 
現時点において、下記のとおり、事業計画の重要な部分の変更はない。 

 
１ 事業の施行に係る地域 

現時点で、事業の施行に係る地域の変更はない。 

 

２ 主要工事計画 
現時点において主要工事計画に変更はない。 

 
３ 事業費 

現時点における国営総事業費は38,230百万円であり、現計画の24,500百万円に対し
て、物価、労賃の変動を除いて、工法変更の要因により1,700百万円（７％）の増と
なっている。 

【費用対効果分析の基礎となる要因の変化】 
本事業においては、作物生産量や営農経費の増減等を主な効果として見込んでいる｡ 
費用対効果分析の基礎となる営農振興方針、受益面積及び土地利用に大きな変動はな

く、計画全体の経済性を損なう要因の変化はない｡ 
なお、上記を基に費用対効果分析を行った結果は以下のとおりである。 

 
総  便  益    (Ｂ)   57,089百万円（現行計画 25,074百万円） 
総  費  用    (Ｃ)   47,005百万円（現行計画 19,403百万円） 
総費用総便益比(Ｂ／Ｃ) 1.21      （現行計画 1.29） 
 

【環境との調和への配慮】 
本事業の施工に際しては、濁水流出防止に努めることにより、魚類等の生息環境に配

慮している。また、既設承水路を利用することで保全し、水生生物の生息・産卵環境に
配慮している。そのほか、区画整理（用水路）の整備では、附帯施設の色彩について、
周辺景観との調和に配慮している。 

【事業コスト縮減等の可能性】 
除礫工の施工機種を見直すことによりコスト縮減を行っている。 
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【関係団体の意向】 

北海道、愛別町及び大雪土地改良区は、事業効果発現のため、完了に向けて事業の着実な

推進を要望している。また、更なるコスト縮減を要望している。 

 

【評価項目のまとめ】 

本地域は、担い手への農地集積等によって、１経営体当たり平均経営耕地面積は増加して

おり、経営耕地面積20ha以上の農家の割合が増えている。また、水稲を中心に農業産出額が

増加している。 

事業の推進に当たっては、コスト縮減や環境との調和に配慮している。事業の進捗率は、

令和７年度までに約75％となっており、事業によって耕作放棄地の発生が防止されるととも

に、農業用水の安定供給が図られている。本事業で整備された農地において、機械作業の効

率化が進み、農作業時間が減少し、営農経費が節減された。また、ほ場の汎用化により田畑

輪換が可能となり、農業経営の安定化に繋がっている。その他、農産物加工販売の継続や新

たな農泊の経営、Ｕターンによる新規就農や後継者の就農など担い手の確保の取り組みもみ

られる。 

現時点において、事業計画を変更する必要は生じておらず、計画全体の経済性を損なう要

因の変化はない。また、関係団体からは、事業効果発現のため、完了に向けて事業の円滑な

推進とコスト縮減が要望されている。 

以上のとおり、事業効果の発現状況や関係団体の意向から、事業の必要性については変わ

っていない。 

 

【技術検討会の意見】 

本事業は、耕作放棄地を含めた農地の土地利用を計画的に再編し、担い手への農地利用集積を

進めることにより、農業の振興と地域の活性化を図ることを目的としている。そのためには、区

画整理によるほ場の大区画化や用排水路等を一体的に整備する必要がある。 

本地区では、事業実施によって耕作放棄地の解消及び発生が抑制されている。また、整備され

たほ場では、機械作業時間が縮減し、担い手への利用集積により農地が維持されている。また、

スマート農業の導入により多様な人材が参画できる営農環境が整備されるなど、地域農業の意欲

的な展開や農業経営の安定化に寄与している。 

今後とも、環境との調和及びコスト節減に配慮しつつ、予定工期内の完了に向けた事業の継続

実施が望まれる。 

 

【事業の実施方針】 

事業効果の早期発現に向け、環境との調和に配慮し、コスト縮減に努めつつ、計画的に事業を

推進する。 

 

 

＜評価に使用した資料＞ 
・総務省統計局「国勢調査」（平成22年、令和２年） 

・農林水産省大臣官房統計部「2010年世界農林業センサス」「2020年農林業センサス」 

・農林水産省統計情報（https://www.maff.go.jp/j/tokei/） 

・北海道農政部/各種統計（https://www.pref.hokkaido.lg.jp/ns/ski/tokeidata.html） 

・農林水産省農村振興局整備部（監修）［改訂版］「新たな土地改良の効果算定マニュアル」大成出版（平成27年９月５日第

２版第１刷） 

・「土地改良事業の費用対効果分析に必要な諸係数について」（平成19年３月28日付け18農振第1598号農林水産省農村振興局

企画部長通知（令和８年３月31日一部改正）） 

・北海道開発局「国営愛別土地改良事業計画書」 

・評価結果書に使用したデータのうち、一般に公表されていないものについては、北海道開発局旭川開発建設部旭川農業事務

所調べ（令和７年度） 
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